ボランティアの受け入れについて
社会福祉法人　横浜博萌会　横浜いずみ学園

１現在受け入れているボランティア、ボランティア団体と内容について

　○戸塚ライオンズクラブ

　　　内容：外出行事企画、開催

　　　　　　年１回

　○MOA生け花サークル

　　　内容：生活フロアの生け花

　　　　　　月２～３回　　　　１回20分程度　　　メンバーは持ち回りで来園

○美容室Bloom

　　　内容：入所児童の散髪

　　　　　　３ヶ月に１回　　　３時間程度　　　　　3~4名で来園

○着付けサークル

　　　内容：納涼祭時の入所児童の着付け

　　　　　　年１回　　　　　　２時間程度　　　　　4名で来園

○個人ボランティア

　・納涼祭

　　　内容：児童の付き添い、出店の手伝い、駐車場係

　・夏休み行事

　　　内容：児童の付き添い

　・キャンプ

　　　内容：児童の付き添い、食事係手伝い

　・駅伝大会

　　　内容：児童の付き添い、応援
　・餅つき大会

　　　内容：餅つき(準備、片付けを含む)、児童の付き添い
　・送別マラソン大会

　　　内容：児童の付き添い、応援

２ボランティアの受け入れについて

　　①ボランティア希望者や希望団体からの連絡については、ボランティア係を通す。

　　　　　　係：井上、奥山

　　②係職員は、ボランティア希望裳の希望団体からの活動内容を聞き、園の状況を踏まえて実施の検討をする。

　　③実施の方向が決まれば、職員会議に提案し検討し決定する。

　　④係職員が中心になってボランティアに協力し実施する。

　　⑤実施が不可能な場合は、その旨ご連絡申し上げる。

３ボランティアの実施について

　　①ボランティア希望者や団体との連絡は係職員が行う。

　　②必要に応じて園はボランティア保険に加入する。

　　③係職員は、ボランティア開始前に注意事項等のオリエンテーションを実施する。

　　　ボランティアを実施していただくにあたり、誓約書に記した事項の説明を行い、同意を頂く。

　　④実施後振り返りについては、係職員が行う。

誓　約　書
この度、横浜いずみ学園でボランティア活動を行うにあたっては、以下の項を遵守することを誓約します。

1． ボランティアの契約、解放（解除）および活動内容、時間帯については不当な理由がない限り園長に一任します。

２．活動期間中、故意または重大な過失によって学園に損害を与えた場合は、その状況に応じて賠償します。

３．学園の業務および職員、入所児童ならびに利用者に関して活動上知り得た私的秘密（プライバシー）については活動期間中、さらに活動終了後も守秘します。

４．ボランティアの活動内容については、担当者に事前、事後の報告、連絡、および相談をします。

５．以下の禁止事項については、これを遵守します。
　①学園の名誉を損ない、または利益を害すること。

　②園長の許可を受けず、指定された活動以外の目的で学園の施設、設備、ならびに物品の使用をすること。

　③学園内において政治活動および宗教活動を行うこと。

　④入所児童ならびに利用者と個人的な情報（住所や電話番号など）のやりとりをすること。

　⑤入所児童ならび利用者と学園の内外において個人的に連絡もしくは接触すること（私的な関わりの禁止）

※以下、学園との確認事項

１．交通費については原則的に自己負担とする。
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